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３．文系SPコース比較
H27�2 年　H27 年度文系 SPコース　1年次　同コース　1年次
H26�2 年　H26 年度文系 SPコース　1年次　同コース　1年次�����
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４．統計学専門家によるアンケート結果の分析（足利工業大学　塚越　清　准教授による）
①事前・事後アンケート

第一因子としては学生が各自持っていると思われる能力を表してい
るものと思われる。H27 事前アンケートでは、第一因子は、質問 1�科
学に対する興味関心、質問 3�数学の学習意欲、質問 4�理科の学習意欲、
質問 5�疑問点を自分なりに調べてみたいという意識に対する因子負荷
量がマイナス側に出ている。このことから、理数系に関する関心・意
欲・意識はあまりないものと思われる。しかし、H27 事後アンケートで
はそれらの絶対値が小さくなっている。SSHの効果が出てきたものと
思われる。

地域一の進学校としての学生の自負心から、質問 2の値は大きくな
っているものと思われる。これが、H27 事後アンケートでは少し値が小
さくなっている。自負心だけでなく、SSHの効果として自己の知識の
不足を確認し、質問 1,3,4 の値の絶対値の減少につながったものと思
われる。
ただし、質問 7�実験や観察結果から疑問点を挙げることができる、質

問 10�根拠に基づいて考える、の項目が減少していることが認められ
る。このことは、実験や観察結果から、その根拠である科学的理論に基
づいて考えることの難しさに気が付いたからではないかと思われる。

第二因子は、科学的な研究に対する知識を十分に持っているかどう
かの因子として考える。
この結果、第二因子　因子負荷量から見ると質問 5,7,10 の項目の得

点が大きく伸びている。実験・観察から疑問点を洗い出し、理論（根拠）
に基づいた結論を導き出すという科学的な思考が身についてきている
ものと思われる。自負心だけでなく、問題解決を経験した結果、質問 1
～質問 4 の項目が減少していることは絶対量として考えるよりは自前
の知識に反省をした結果であって、事前アンケートからの伸び率が多
くはなかったと考えてはいかがだろうか。質問 5,7,10 の項目が大きく
伸びていることから、質問 1～質問 4の項目の伸び率は工夫しだいに
よって大きく伸びる可能性を含んでいる。
これらのことは、第三因子を見ることによって理解できる。
第三因子はSSHに関する取り組み方の因子と考えられないかと思

う。H27 事前アンケートでは、質問１・3・4・5・6・7・8があればよ
いと考えていた。
事前アンケートでは、質問 1～質問 4は低かったが、事後アンケート

では、これらの項目も大きく伸ばしている。
これは、疑問点を自分なりに調べてみたいという意識から来ている

ものと思われる。しかし、質問 7�実験や観察結果から疑問点を挙げる
ことができる、質問 8�疑問点について質問することができる、質問 9
自分の考えを相手に分かりやすく伝える、の項目が減少している。現状
の知識からだとこれらを克服することが困難なので、これらを補おう
とする意識からきているものと思われる。そのために、質問 10・11・
12 が少しではあるが伸ばしている。

H27 事前アンケート第一因子　因子負荷量

H27事前アンケート第二因子　因子負荷量

H27事後アンケート第一因子　因子負荷量

H27事後アンケート第二因子　因子負荷量

H27事前アンケート第三因子　因子負荷量

H27事後アンケート第三因子　因子負荷量

事前・事後アンケートから学生を幾つかの
グループに分割したもの。
（左：事前）（右：事後）



─55──55─

②国際数理コース経年比較
H27 事前事後アンケートと同じように解釈すると、第一因子としては学生が各自持っていると思

われる能力を表しているものと思われる。しかし、H26 国際数理アンケートはH27 事前事後に比べ
因子一の出方が真逆のように思われる。
H27 事後アンケート第一因子は、因子負荷量と比べ質問 1・2・3・4の項目が高い。質問 7�からだ

けでは問題解決につながらないとして、質問 11 とともに因子負荷が高くなったように思われる。
第二因子は、科学的な研究に対する知識を十分に持っているかどうかの因子として考える。
質問 11 が H27 国際数理アンケートでは減少しているが、質問 6・9が増えたことにより仲間との

コミュニケーションの重要性に気づいたものと思われる。（これこそ広義での質問 11 である。）
第三因子はSSHに関する取り組み方の因子とみる。質問 9・12 の因子負荷量がH26 国際数理ア

ンケートでは高いが、H27 国際数理アンケートでは質問 7�が因子負荷量を伸ばしている。実験・観
察のデータという事実に基づいた解決の必要性を指摘しているのではないか。

③文系ＳＰコース経年比較
第一因子としては学生が各自持っていると思われる能力を表しているものと考えると、質問 6�は

高いが他は低い。
しかし、H27 文系ＳＰ経年　第一因子　因子負荷量を見ると、質問 1・2・3・4の能力に気づいた

のかもしれない。しかし質問 6・9の未熟さも確認したかもしれない。
第二因子は、科学的な研究に対する知識を十分に持っているかどうかの因子としての考えと、質問

2・5・8は十分に身に着けていると思ったが、H27 文系ＳＰ経年では減少している。その分、質問
6・9・10・12 が得点を伸ばしている。
第三因子はSSHに関する取り組み方の因子と考えると、H26 文系ＳＰ経年では質問3�が高かった。
H27 文系ＳＰ経年では、質問 5・7が因子負荷量を伸ばしている。

H26 国際数理経年　第一因子　因子負荷量 H26国際数理経年　第二因子　因子負荷量 H26国際数理経年　第三因子　因子負荷量

H27 国際数理経年　第一因子　因子負荷量 H27国際数理経年　第二因子　因子負荷量 H27国際数理経年　第三因子　因子負荷量

H26文系ＳＰ経年　第一因子　因子負荷量 H26 文系ＳＰ経年　第二因子　因子負荷量 H26文系ＳＰ経年　第三因子　因子負荷量

H27文系ＳＰ経年　第一因子　因子負荷量 H27 文系ＳＰ経年　第二因子　因子負荷量 H27文系ＳＰ経年　第三因子　因子負荷量
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＜第 1回 SSH運営指導委員会＞
日　時：平成 27 年 6月 24 日（水）14:00～15:30
出席者：運営指導委員７名、本校校長、

本校SSH研究推進委員８名、
栃木県教育委員会１名

次　第：
１．開会
２．学校長あいさつ
３．運営指導委員・事務局の紹介及びあいさつ
４．校内研究推進委員の紹介
５．協議（説明・質疑）
（１）本校におけるSSH事業計画の説明
（２）今年度事業計画の説明
（３）海外研修の説明
（４）研究推進体制の説明
（５）その他
６．閉会

記　録：平成 27 年度の実施計画、3年目となる海
外研修等について本校から説明を行っ
た。その後、下記の点について、意見、質
問、要望があった。

・JSTから要望のあった評価の専門家を運営指導
委員として迎えることができ良かった。今まで
の実績を踏まえきちんとやって欲しい。

・新たな事業「足高SP（サイエンスプログラム）」
を始めたきっかけについて教えてほしい。
→一つは、いろいろな教員により学校全体でプ
ログラムに取り組むため、もう一つは、予算減の
都合で全員参加型では行えなくなった事業が出
てきたためである。

・前年に実施した内容を次の代の生徒へ上手に宣
伝して欲しい。教員からの宣伝や生徒間による
口コミも重要だと思う。ホームページも活用し
てほしい。

・群馬県では年に一度、SSHと SPPに取り組ん
でいる高校を集め、日本語や英語での口頭発表、
ポスターセッション等をする場を群馬県教育委
員会が率先して行っている。生徒同士の交流の
場ができるとよい。

・足利学校が日本遺産に指定された。SSHを機に
足利市全体で講演会やアクティビティが出来る
とよいのではないか。

＜配付資料＞
１．本校SSH事業計画概要
２．平成 27 年度事業計画書�
３．海外研修実施計画
４．課題研究テーマ

＜第 2回 SSH 運営指導委員会＞
日　時：平成 28 年１月 30 日（土）16:00～16:50
出席者：運営指導委員４名、本校校長、

本校SSH 研究推進委員８名、
栃木県教育委員会２名

次　第：
１．開会
２．学校長あいさつ
３．協議（説明・質疑）
（１）今年度事業報告

①今年度足高SSH 事業実施状況
②実施事業の効果とその評価について
③ルーブリック評価に関する研究について

（２）次年度事業計画の説明
①事業計画について
②海外研修について

（３）その他
４．閉会

記　録：本校第１体育館にて、同日 12 時からポス
ター発表、13 時からＳＳＨ生徒研究発表
会が開催され、運営指導委員の先生方に
も参加いただいた。第２回委員会での主
な意見、質問等は下記のとおりであった。

・課題研究におけるテーマ設定はよいが、具体的
にどういう実験をするかとの間にギャップがあ
る。先行研究等下調べを行い、考察・結論では、
論理に飛躍はないか、先入観にとらわれて結論
を出していないか指導してほしい。

・SSH も 4年目になり、卒業生に大学生になりど
んな活動が役立ったか等追跡調査をしてはどう
か。

・企業研修先の社員や海外研修先の大学職員等、
受け入れ側の感想を調査してはどうか。

・足高の独自性を失わない程度に他のSSH 認定
校や大学との連携をする等、地域を広げて新た
な方向性が打ち出せるといい。

＜配付資料＞
１．平成 27 年度足高 SSH事業実施状況
２．実施事業の効果とその評価
３．平成 27 年度ルーブリック評価の取り組

みについて
４．平成 28 年度足高 SSH事業計画（案）
５．平成 28 年度海外研修（案）

【関係資料２】運営指導委員会の記録
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【関係資料３】教育課程表
○平成 27 年度全学年
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両毛新聞　平成 27 年 7月 22 日付より

The�State�Journal-Register
平成 27 年 7月 14 日付より

下野新聞　平成 27 年 12 月 13 日付より

【関係資料４】報道資料
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